
薫芦  豆   （第3橙郵便物認可）  

伊
東
市
宮
川
町
の
小
杉
 
 

新
聞
堂
と
読
売
新
聞
塞
属
 
 

小
中
学
校
に
新
周
周
覧
ム
月
 
 

小
杉
新
聞
堂
計
贈
「
興
味
持
っ
で
」
 
 

本
社
（
本
社
・
東
京
都
千
 
 

代
田
区
）
は
2
3
年
児
童
 
 

市長に新l切開覧台の解説をする畑沢社長（右）＝市役所  

壷
徒
へ
の
新
盟
日
及
の
 
 

た
め
、
新
聞
閲
覧
台
を
市
 
 

立
小
学
校
1
0
校
、
中
学
校
 
 

う
校
に
贈
呈
し
た
。
小
杉
 
 

新
聞
堂
の
畑
沢
亘
社
長
 
 

（
5
3
）
が
市
役
所
を
訪
れ
、
 
 

小
野
達
也
市
長
花
実
物
を
 
 

見
セ
、
日
録
を
手
渡
し
た
。
 
 
 

小
杉
新
聞
堂
は
読
売
新
 
 

聞
を
主
に
取
り
扱
う
 

項
同
社
で
は
全
国
の
小
 
 

中
学
校
に
3
7
0
0
台
寄
 
 

贈
し
て
い
る
。
県
内
で
の
 
 

寄
贈
は
ま
だ
少
な
く
、
沼
 
 

津
市
に
次
い
で
2
件
昌
と
 
 

な
っ
た
。
 
 
 

畑
沢
社
長
は
「
閲
葦
口
 
 

は
子
ど
も
の
視
界
に
も
入
 
 

る
の
で
、
見
る
だ
け
で
も
 
 

い
い
か
ら
新
聞
に
興
壌
を
 
 

持
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
1
 
 

伊
東
市
は
2
3
日
、
八
幡
 
 

野
地
区
に
計
画
さ
れ
て
い
 
 

る
大
規
模
太
陽
光
発
電
施
 
 

設
の
設
置
碇
反
対
す
る
団
 
 

体
と
意
塁
父
換
す
る
た
め
 
 

の
第
2
回
研
究
会
を
市
役
 
 

所
で
開
い
た
。
小
野
達
也
 
 

市
長
は
「
今
月
2
8
日
に
事
 
 

業
者
と
会
っ
て
市
民
の
意
 
 

見
、
思
い
を
伝
え
、
計
画
 
 

の
白
紙
撤
回
を
求
め
て
い
 

小
野
市
長
は
「
立
派
な
も
 
 

の
を
い
た
だ
い
た
。
子
ど
 
 

も
の
活
字
離
れ
を
防
ぎ
た
 
 

い
」
と
感
謝
し
た
。
 
 

新
聞
閲
覧
台
は
身
長
に
 
 

合
わ
せ
て
高
さ
を
3
膚
 
 

に
調
節
で
き
る
。
来
週
か
 
 

ら
同
店
が
市
内
の
小
中
学
 
 

校
に
配
る
と
い
う
。
 

メガソーラー  

2
8
日
に
「
月
紙
求
倒
る
」
 
 

市
長
、
反
対
団
体
と
意
見
交
換
 
 

く
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。
 
 
 

第
2
回
研
究
会
に
は
地
 
 

元
区
や
別
荘
所
有
者
の
 
 

会
、
環
境
団
体
、
市
民
団
 
 

体
、
ダ
イ
バ
ー
と
漁
業
者
 
 

で
つ
く
る
団
体
な
ど
か
ら
 
 

約
3
0
人
が
出
席
し
た
1
小
 
 

野
市
長
が
市
と
し
て
の
対
 
 

応
を
説
明
。
担
当
の
市
都
 
 

市
計
画
課
が
今
月
初
め
に
 
 

開
い
た
第
1
回
研
究
会
で
 
 

それぞれの団体から出 た意見・要望を再確認 七た。  同課によると、反対 理由の主なものは▽森 弓！．≒－～  
林
伐
採
に
よ
っ
て
保
水
力
 
 

が
低
下
す
る
？
景
観
が
破
 
 

壊
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
 
 

土
砂
が
八
幡
野
川
か
ら
海
 
 

に
流
れ
込
む
こ
と
で
漁
業
 
 

や
ダ
イ
ビ
ン
グ
業
が
大
き
 
 

な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
▽
 
 

事
業
者
が
信
頼
で
き
な
い
。
 
 

計
画
も
ず
さ
ん
斗
な
ど
。
 
 

市
は
こ
れ
ら
の
意
見
を
事
 
 ィ

∴
・
往
適
 
業
者
に
伝
飽
 
 

小
野
市
壌
 
㍍
追
 
認
凄
材
料
凍
 
 

り
ま
と
め
苛
 
 

つ
け
る
†
そ
 
 

っ
で
、
3
薗
 
 

窒
屋
恩
 
述
べ
た
。
出
 
 
 


